
     

JAPN HERITAGE 
郡山市報道資料 

プレスリリースサイト 

SDGs 未来都市こおりやま  https://www.city.koriyama.lg.jp/shiseijoho/koho_kocho/10/index.html 

 

 

 

 

産学金官連携コーディネート事業 

磐梯熱海観光物産館で「う米
まい

めん」を活用した 

産学連携イベント「米粉麺大学」を開催します。 

 

 

 

産学金官連携コーディネート事業のマッチングにより、郡山地域ものづくりインキュベーションセン

ターに入居するアルファ電子株式会社様が商品開発した米粉麺「う米めん」を利用し、郡山女子大学短期

大学部様が開発したオリジナルレシピを紹介するイベント「米粉麺大学」を開催します。 

 

１ 開催日時 令和３年 12月４日（土）13：30～15:00 

２ 開催会場 磐梯熱海観光物産館 

３ 登 壇 者 アルファ電子株式会社 専務取締役 樽川 千香子様 

                 管理部 課長 酒井 康弘様 

４ 内  容 （１）「う米めん」の商品開発の説明と食料自給率について 

（２）産学連携によるオリジナルレシピ開発について 

        

郡山女子大学家政学部食物栄養学科 

【食物栄養学科の取組み】 

郡山女子大学は、2016年 12月に葛尾村と包括連携協定を締結し、村内で栽培するエゴマを活用し、

成分分析や商品開発を通じ、地域活性化や村の交流人口増加を目指した活動等をしています。 

 今年度、アルファ電子株式会社との産学連携により、調理実習での活用や学生によるレシピ考案を進

めてきました。 

アルファ電子株式会社 

本社：岩瀬郡天栄村大字飯豊字向原 60-2 代表取締役 樽川久夫 

事業：主な事業は電子部品製造だが、医療機器製造分野の他、食料品の販売などを事業展開。 

＜地産地消型グルテンフリー食品の製造を開始＞ 

「う米めん」は、食品添加物無添加で福島県産の米粉とデンプンだけ

を使ったグルテンフリーの麺で、フォーやビーフン、ライスヌードルに

匹敵する新たな米粉麺を目指しています。もちもちとした歯応えのある

食感が特徴で、小麦アレルギーのある方も楽しめるほか、ゆで時間も太

麺でも３分半～と時短料理にも有効です。 

第６回ふくしま産業賞にて福島民報社奨励賞を受賞し、福島を牽引す

る企業として成長できるよう、更なる挑戦を進めています。 

日本の農業再生や地域活性化への貢献、さらには SDGｓの観点からも

地産地消や食糧自給率の向上を見据えながら、事業を進めています。地

元の大学や調理学校、飲食店と共同でレシピを開発するなど、産学連携

の取組みも行い、福島県内の学校給食で“う米めん”を提供したいとい

う目標を持って、子供達へお米の美味しさ、お米の可能性を伝えていま

令和３年 12月３日 

郡山市産業観光部産業創出課 

担当：板橋 誠 TEL：924－2271 

（公財）郡山地域テクノポリス推進機構 

担当：桜沢 雅史 TEL：947-4400 ターゲット 8.3 

SDGs ターゲット 8.3 「中小零細企業の設立や成長を奨励する」 

https://www.city.koriyama.lg.jp/shiseijoho/koho_kocho/10/index.html


 

す。（食育） 

う米めんは、今回の第８回新東北みやげコンテストで東北６県から 

２５１商品の中から、上位１０社に選ばれ“アイディア特別賞”を受

賞 

 

※郡山地域テクノポリスものづくりインキュベーションセンターについて 

 主として県内や郡山地域テクノポリス圏域（郡山市、須賀川市、鏡石町、石川町、玉川村、三春町の 6

市町村）内の製造業等を営む中小業者が、ものづくりによる新たな産業創出を支援するために平成 18年

８月に開所。研究開発の試作品等を製作するための工作機械を備えた試作センターや各企業の入居スペ

ース、40人収容可能な会議室がある。現在 11事業者が入居している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


